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台湾の日本語キリスト教という場
　とある大通り沿いのビルの中に、
毎週月曜日と金曜日に高齢者が集ま
る玉蘭荘というデイケアセンターが
ある。ここでは、一定の世代以上の
日本人にはなじみ深い「青い山脈」
の曲にあわせて振付けられた体操を
してから1日の活動が始まる。高齢
社会となった日本ではよくみかける
日常の風景の1コマかもしれない。し
かし、ここは日本国内ではなく、台
湾の台北市である。旧日本植民地で
ある台湾で日本語によるデイケアの
サービスが行われているのだ。しか
も、この施設はキリスト教的精神に
則って運営されており、そもそも設
立には日本のキリスト教系NGOが関
与している。ただし、キリスト教の
布教を目的とした施設ではないため、
参加者の全員がキリスト教徒という
わけではないし、キリスト教徒では
ない参加者にキリスト教への入信を
迫ることもない。それでいて、毎回
必ず日本語で讃美歌を歌い、祈り、
礼拝する。キリスト教徒の参加者に
とってはもちろん、それ以外の高齢
者のスピリチュアルケアという側面

も持っている。
　もう1つの場面を紹介しておきた
い。やはり台北市内になるが、日本
語で礼拝する国際日語教会というキ
リスト教会が存在する。確かに日本
語によるキリスト教の教会や礼拝が
あることは世界的に見ても珍しいこ
とではなく、この教会もその一種と
もいえる。ただし、そうした教会の
対象は現地の在留邦人であるのに対
して、ここでは現地の台湾人のため
の教会でもあるという点が特徴的で
ある。日曜日の2回の礼拝のほか、聖
書を読み祈る集会や、台北近郊での
簡単な礼拝もおこなっており、それ
ぞれ数人から数十人が集っている。
　台湾にはこうした日本語によるキ
リスト教の場が複数存在している。
日本統治期を知る世代で日本語のキ
リスト教に接することを求める人は
少なくない。こうした場に集まる人
たちは日本語族台湾人、日本人妻、
若い人たち（駐在員、留学生（元留
学生）、国際結婚をした人など）に大
まかに分類できるが、ここでは日本
語族台湾人と日本人妻について紹介
する。

支配した／支配されたという記憶は
愛憎入り混じった複雑な感情を喚起する。そうした感情が
宗教という場では信仰と絡まり合って複雑な情動へとなっていく。
記憶と信仰の関係性に迫るキリスト教のフィールドワーク。
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台湾の日本語キリスト教徒
何故、旧宗主国の言葉で礼拝するのか？
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玉蘭荘の1日は「青い山脈」にあわせた体操から始まる。

玉蘭荘ではデイケアの
うち日本語の礼拝、祈
り、讃美歌が重要な位
置をしめている。

ひな祭りのような行事にあ
わせて、台湾に「日本」的
空間が現れる。

国際日語教会の聖歌隊。日本語族台湾人を
中心として、日本人のメンバーも。平均年齢
は85を超えている。外国人を中心とした日
本語のコーラスでは世界最高齢レベルでは
ないだろうか。
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日本語族とキリスト教と親日感情と
　台湾には「日本語族」と呼ばれる
人々がいる。これは実際にそういう
民族がいるというわけではなく、日
本統治期に日本語によって教育を受
け、第二次世界大戦後70年を迎える
今でもなお母語、ないしはそれに準
ずる言葉として日本語を使用してい
る人々である。この人たちの中には
終戦時に日本語しかしゃべることが
できなかった人も少なくない。こう
した世代でキリスト教徒であれば、
日本語キリスト教の場を求めるのは
自然なことであろう。北京語や台湾
語の教会に通ったものの、あまり得
意な言語ではないために教義が理解
できなかったが、日本語で話を聞い
て初めて理解できたという人も多い。
　親日的であると知られる台湾に
あって、日本語で礼拝する日本語族
キリスト教徒たちの大多数は当然親
日的である。私のような日本から訪
問した者との日本語でのおしゃべり
を心待ちにし、昔話に花を咲かせる。
今でもこれだけ日本語がうまい人は
日本統治期に台湾人エリートであっ
たことが多く、まだ台湾が日本で
あった自らの若かりし頃の楽しく懐
かしい甘酸っぱいような思い出をと
めどなくあふれ出るように語ってく
れる。
　ただ、こうした楽しいおしゃべり
も時に、ややきな臭い方向に転換す
ることがある。それは外省人と呼ば
れる戦後中国から台湾に来た人々を
批判する内容や、中国共産党へのマ
イナスの感情の吐露である。「台湾
から中国人を追い払って、日本の植
民地に戻してほしい」という声を聞
いた事も一度や二度ではない。
　こうした発言は日本出身の私に
とって正直、困惑させられる出来事
である。どのように理解すればいい
のだろうか。おそらく先入観を捨て
て、幅広い立場の意見を伺い、台湾
の現代史を視野に入れて考えること
が必要である。

背景としての戦後台湾史
　戦後の台湾では日本語を学校や職
場といった公的な空間で使用するこ
とが禁止された。彼ら・彼女らは母
語が禁止されるという苦い経験と記
憶を共有している。さらに、1947

年の228事件をきっかけに長期間の
戒厳令と独裁政権の時代を経験す
る。この事件は元々台湾に暮らして
いた本省人と外省人との間の抗争
で、数万人の本省人が犠牲になった。
このために彼ら・彼女らには国民党
や外省人、ひいては共産党や中華人
民共和国への強い不信感が共有さ
れ、その親日感情は外省人に対する
不信感の裏返しの情動という側面も
ある。とある日本語族のキリスト教
徒の男性は1980-90年代の台湾の
民主化運動のデモに参加した際に軍
艦マーチを歌いながら行進したとい
う思い出を語ってくれた。戦後の台
湾社会では親日が反中国、反外省人
のシンボルとなっていたということ
である。こうした世代のキリスト教
徒が日本語で礼拝するということは
単に日本が好きというだけではない、
人生を反映させた生の実践なのであ
る。第二次世界大戦後の苦しい記憶
と、その反動で美化された若かりし
頃の思い出とが、キリスト教の信仰
に絡み合い、渾然一体となっている。
この3つの思いが分かちがたく結び
ついているのであって、単に親日的
という理解だけでは、表層的で核心
に迫らない。

日本人妻とキリスト教
　大日本帝国の版図拡大によって多
くの日本人が東アジアの各地へ移住
したが、その中には当然女性も含ま
れていた。第二次世界大戦の終結に
よる国境線の変更は、再度人々に移
動を促し、帰国する者、留まる者を
生み出した。中には希望する土地へ
の定住が叶わなかった人たちも多く、
特に女性の割合が高い。こうした女
性たちは東アジアの各地、韓国にも

中国にも、そして台湾にもおり、現
在齢80を超えている彼女らは台湾で
日本人妻と呼ばれている。
　台湾に暮らす日本人妻たちの現地
語の能力は人それぞれであり、日本
語以外の言語ができないというケー
スもある。彼女たちの夫や家族は日
本語がうまいことが多く、若い頃に
はコミュニケーションはとれていた
のだが、同世代以上の家族や夫が亡
くなった後に、日本語のできない下
の世代とコミュニケーションがとれ
ず、家庭内で孤立することも多かっ
た。このことを知った日本のキリス
ト教系NGOのワーカーが台北市内で
彼女らを中心に、日本語族台湾人も
巻き込んで「聖書と祈りの会」とい
うキリスト教の祈祷会を開始する。
この活動を継続するうちに高齢と
なった日本人妻たちへのケアの必要
が生じ、先に紹介した玉蘭荘へと発
展していった。
　玉蘭荘と国際日語教会の両方に参
加する日本人妻は、楽しくおしゃべ
りをしつつもこのように語る。
 

　私は台湾に来てからずっと苦労
してきました。早く日本に帰りた
かったのに、できないままもうこ
んなお婆さんになってしまいまし
た。まるで浦島太郎みたいでしょ
う？　私が死んだら、日本のお墓
に入れてほしいと思っているけど、
それは難しいでしょうねえ。

 
　台湾で晩年を過ごしている日本出
身の女性たちや日本語に愛着のある
高齢者のケアが日本語で十分に行わ
れているとはいい難い。台湾のキリ
スト教は少数派の宗教である。それ
は彼ら・彼女らの中でも同じである
が、台湾に彼ら・彼女らを日本語で
ケアをしている所はここで紹介した
日本語のキリスト教空間以外に存在
しない。
　人類学者の私にはケアという意味
では特に何もできない。しかし、老
齢になった日本語族台湾人や日本人
妻たちの生にもうしばらく寄り添い
ながら、彼ら・彼女らがこだわり続
けた日本語で、記録を残す作業を続
けていきたいと思っている。

「楽しく歌おう！」というプログラム。様々に計
画されている活動の中でも日本語でのカラオケ
は最も人気があるものの1つ。

プログラムの合間の日本語
での談笑も楽しみの1つ。


